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日本の食品物流業界は，人口減少に伴う国内

市場の縮小の中，多くの課題に直面している。

紛争による原材料やエネルギー価格の高騰，各

国の関税政策といった国際情勢，経済変動，気

候変動による気温上昇や異常気象による農産物

作況の悪化，少子高齢化に伴う労働人口減少も

業務全般に大きな影響を及ぼしている。

総務省統計局の人口推計 1）によると 2025 年

2月時点の総人口は約 1億 2,344 万人であり，

75歳以上は前年比較で約 63万人増に対し，15

〜64 歳は 27 万人減，15歳未満で 35万人減と

なっている。厚生労働省の推計 2）によれば，

2070 年の総人口は 8,700 万人を割り込み，高齢

化率は 38.7%に達するとされる。

加えて，共働き世帯や単身世帯の増加，

COVID-19 を契機としたライフスタイルの変化

が，EC（電子商取引）の拡大という大きな市

場変化をもたらしている。食品・飲料・酒類分

野のEC市場は，2022 年に約 2兆 7,505 億円の

規模に達し，翌年には約 2兆 9,299 億円（6.52%

増）まで成長，EC化率も約 4.29%に上昇して

いる。3）これらの変化は，商品の小ロット配送

や多品種少量出荷の需要も顕著に増加させ，結

果として，物流はこれまで以上に即時対応力と

柔軟性を強く求められている。さらに，食品物

流業界特有の安全規制や温度管理，賞味期限管

理といった厳しい基準を遵守するだけでなく，
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図1　庫内作業におけるセミオートメーション化事例
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環境負荷低減に向けた社会的な取り組みも活発

化しており，食品ロス削減や包装資材の見直

し，配送の効率化といったサステナビリティ関

連の課題への対応が一層重要になっている。

このような，人手不足や複合的かつ多様な業

界の課題に対し，物流倉庫のオートメーション

化は多くの企業が着目している。とりわけ，多

くの条件を考慮した倉庫内のオペレーションに

おける効率と品質，安全性を高次元で成立させ

るため，ロボットなどを活用したオートメー

ション化と，それを実現するための情報の要

となるWMS（倉庫管理システム /Warehouse 

Management System）が重要視されている。

本稿では，これらの技術とシステムの活用につ

いて紹介する。

物流倉庫内での「自動化」と聞くと，人手作

業が全くないフルオートメーションを想像しが

ちだが，全工程のフルオートメーション化を実

現している倉庫は大手メーカーの一部商品に限

られる。

EC物流を例にすると，その特徴は「多品

種・少量・多頻度」と言われる。ECで個人

が同じ商品を大量に注文することは稀なので，

ピース単位の仕分け作業（ピッキング）が求

められる。

多品種であるが故に，商品は大きい物から小

さい物，重たい物から軽い物，固い物からビニ

ール袋形状の柔らかい物など，形状・形態がさ

まざまである。アームロボット（図２）の例で

は，商品の特定，形状認識，確実な把持におい

て，現段階では人と比較して柔軟性，速度が劣

ることにより，導入のハードルとなるケースが

少なくない。

当社が考えるセミオートメーションによる

最適化は，人による判断や現場での細かな調

整は人手を活かしつつ，繰り返し作業や単純

な移動作業などの工程には自動化装置を取り

入れ，両者の強みを融合させるアプローチで

ある（図３）。

自動化装置の例として，AGV・ソーター・電

動コンベヤ・自動倉庫などが挙げられる。AGV

（Automated Guided Vehicle）は，最も適切な

ルートで物品を搬送する自立型の搬送車両であ

る。ソーターは，伝票などの単位への商品の仕

分けを自動化する。電動コンベヤは，物品を自

動搬送する装置で，その上流には自動倉庫やシ

ャトルと呼ばれる，ケースやコンテナを保管

し，効率的な順番に並べ替え，必要な時に供給

する装置がある。

2－1 自動化の現状

仕分け作業の
セミオートメーション化2

2－2
セミオートメーションの
実装方法

図2　アームロボットにおける自動化検討時の課題
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前述の各種自動化装置で運ばれてきた棚やケ

ースから，商品の仕分けを行う際，当社では，

仕分け作業の間違いや，探す時間を減らすた

め，デジタルピッキングシステム（DPS），プロ

ジェクションピッキングシステム®（PPS®）の，

数字や文字，光や音により，対象商品の場所や

数量を指示するシステムを提供する。また，セ

ンサが，作業の間違いを検出すると，音・光な

どでアラートを発し，ヒューマンエラーを防止

する。より効率を上げるために複数のオーダー

を同時に仕分ける時には，シャッターアソート

システム（SAS）と言われる，商品の対象の間

口だけシャッターが開き，それ以外はシャッタ

ーが閉じ，物理的に誤投入を防ぐ仕組みによ

り，確実な仕分けを実現する。

セミオートメーション化により，作業者は，

ピッキング・仕分けに注力でき，ミス率低減と

再確認などの工数を省くことができる。

ある食品物流会社では，従来，紙によるリ

ストピッキングを行っていたが，歩行距離が長

く，商品を見つける作業にも時間がかかり，さ

らに検品にも多くの時間を要していた。また仮

置き場や広い作業スペースも必要としていた。

当社の提供する「電動コンベヤ+DPS（図

5）」によるセミオートメーション化で，紙を

見ながら保管場所を探す作業はDPSに変更し，

2－3 導入事例

図3　セミオートメーションシステム導入事例および提案事例

図5　セミオートメーション導入例（コンベヤ＋DPS） 図6　導入後の効果

図4　DPS（有線/無線）・PPS®・SASイメージ
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歩行はコンベヤ搬送に置き換えた。作業者は

DPSの指示に従い，商品を隣接したコンベヤ上

の出荷箱に入れることで，商品を見つける時間

を削減するとともに，歩行距離を短縮し，仮置

き場も不要となった。

このセミオートメーション化により，ピッキ

ングと仕分け作業の人時生産性は，導入前の一

人当たり約 340 ピース／時から約 450 ピース／

時へと，約 1.3 倍に向上した。加えて，目視検

品作業はスキャナを用いることで代替され，誤

出荷の低減を実現した。

作業現場のセミオートメーション化は，現

実的な改善の第一歩であるが，設備の能力を最

大限に活かすためには，各種の作業とDPS・

PPS®・SAS・自動化装置（AGV・ソーター・

電動コンベヤ・自動倉庫）などを統合的に管理

するシステムが不可欠である。

当社は，これを実現するWMSとしてAINECT®

を提供している。AINECT®は，倉庫内の入荷

から出荷までの作業や在庫管理などを一元管理

し，効率化と管理精度の向上を実現するシステ

ムである。次に，その特徴について4つ紹介する。

1つ目は，ロットや賞味期限などの品質管理

機能を備えていることである。食品物流業界で

は賞味期限の古い商品が後から入荷するケース

もあるため，この機能では「先入れ先出し」で

はなく，賞味期限順に引き当てることを可能と

している。

2つ目に，当社の提供するDPS・PPS®・

SASはもちろん，自動化装置との連携も想定し

て開発されている。直接制御可能な自動化装置

は拡充中である。

3つ目に，効率の良いオーダーを組み合わせ

る機能や人時生産性の算出，複数拠点のデータ

一元管理など，倉庫運用のパフォーマンス向上

を図るデータ管理機能を備えている。

4つ目に，ユーザーごとの倉庫運用に合わせ

た柔軟なカスタマイズが可能であり，オンプレ

ミス版またはクラウド版も選択できる。

食品物流特有の条件を満たしながら，作業と

機器の制御を統合的に管理することが，セミオ

ートメーションシステムの能力を最大限に活か

すポイントである。

セミオートメーションシステムの
能力を活かす倉庫管理システム

（WMS）『AINECT ®』
3

図7　AINECT®が考える各種機器連携・セミオートメーション
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日本の食品物流業界は，人手不足や小ロット

化，EC市場の急拡大などの複合的な課題に直

面し，現場は変革を迫られている。フルオート

メーションは理想的な解決策として注目されて

いるものの，多様かつ変動する業務において，

普及には時間を要する。これを踏まえ，当社の

提案するセミオートメーションは，人の持つ柔

軟性を活かしつつ，自動化技術で負荷を軽減

し，現実的かつ持続可能な物流効率化を実現す

る。その要となるAINECT® は，食品物流の特

性に適合し，現場運用と機械連携の最適化を実

現するシステムである。

品質と生産性を両立し，環境対応を促進する

柔軟で持続可能な物流基盤を築く上で，セミオ

ートメーションを軸に据えた仕組みは食品物流

業界の未来を支える鍵となるだろう。

現実的な手法で効率向上を実現するセミオー

トメーションシステムの構築は，社会課題に対

する最適解と考え，当社のシステム例をもとに

説明した。近年増加している海外メーカーのシ

ステムはパッケージ販売が多く，食品物流業界

特有の諸条件を踏まえ，そのシステムの前後ま

で含めた総合的なソリューションの提案者は少

ないと認識している。

当社のアプローチは，食品物流業界特有の安

全性や品質要求に的確に対応し，倉庫内全体の

自動化と人の作業をつなぎ，負荷軽減と効率改

善を両立するものである。多くの食品物流事業

者にとって現実的かつ効果的な選択肢になると

確信している。今後は，さらなる改善として，

自動化できる機器やデータの利活用の幅を広

げ，より進化したシステムを創造していく。
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